
福崎町 

　
私
は
曽
祖
父
の
こ
と
を
何
も
知

ら
な
い
。
ど
ん
な
顔
で
ど
ん
な
人

だ
っ
た
の
か
、
優
し
か
っ
た
の
か

怖
か
っ
た
の
か
も
全
く
分
か
ら
な

い
。 

　
祖
父
も
曽
祖
父
を
見
た
こ
と
が

な
い
。
祖
父
の
母
と
祖
父
を
残
し

て
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

だ
か
ら
、
祖
父
に
聞
い
て
も
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

　
私
が
曽
祖
父
の
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小

学
校
に
あ
る
二
宮
金
次
郎
の
銅
像

だ
っ
た
。
そ
の
銅
像
の
裏
に
は
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
四
人
の
方
の

名
前
が
刻
ん
で
あ
っ
た
。
母
方
で

あ
っ
た
曽
祖
父
は
名
字
も
違
っ
た

た
め
、
最
初
は
そ
の
う
ち
の
一
人

が
自
分
の
曽
祖
父
と
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。 

　
小
学
校
高
学
年
に
な
り
、
自
分

の
曽
祖
父
は
陸
軍
上
等
兵
の
名
誉

戦
死
者
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
時
、
私
は
名
誉
戦
死
者
の 

「
名
誉
」
と
い
う
言
葉
に
疑
問
を

感
じ
た
。
死
ぬ
と
い
う
こ
と
に
名

誉
な
ん
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　
当
時
の
日
本
で
は
「
戦
争
で
お

国
の
た
め
に
死
ね
る
こ
と
は
名
誉

な
こ
と
だ
。
」
と
い
う
考
え
方
だ

っ
た
。
戦
争
の
映
画
や
ド
ラ
マ
で

も
よ
く
聞
く
言
葉
だ
。
で
も
、
戦

争
に
行
く
人
た
ち
は
本
当
に
そ
う

思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
本
当

は
戦
争
に
な
ん
て
行
き
た
く
な
い
、

死
に
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
て
も

「
国
の
た
め
」
と
い
う
言
葉
で
洗

脳
さ
れ
、
自
分
の
思
い
さ
え
口
に

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ

と
思
う
。
愛
す
る
家
族
が
い
て
も
、

自
分
の
夢
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

赤
紙
一
枚
で
そ
の
全
て
が
奪
わ
れ

る
。
ど
れ
だ
け
悲
し
く
て
も
悔
し

く
て
も
、
声
を
上
げ
る
こ
と
や
、

逃
げ
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。 

　
曽
祖
父
が
二
十
四
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
て
か
ら
、
約
七
年
半
の

月
日
が
た
っ
た
一
九
四
五
年
六
月
。

七
歳
に
な
っ
た
祖
父
が
あ
る
日
、

家
の
外
に
出
る
と
、
空
襲
で
姫
路

の
空
が
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
の
が

見
え
た
と
い
う
。
燃
え
殻
が
祖
父

の
家
ま
で
飛
ん
で
き
た
そ
う
だ
。 

　
八
月
六
日
に
は
広
島
、
九
日
に

は
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。

で
も
、
私
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
人
数
だ
け
で
そ
の
悲
惨
さ
や
そ

の
人
た
ち
の
悲
し
み
を
表
現
す
る

の
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。
人

の
命
の
重
み
は
何
も
変
わ
ら
な
い

の
だ
か
ら
。 

　
八
月
十
五
日
、
日
本
は
降
伏
し
、

戦
争
も
終
わ
っ
た
。
曽
祖
父
を
は

じ
め
、
ど
れ
だ
け
の
血
が
流
れ
、

ど
れ
だ
け
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

だ
ろ
う
。
戦
争
を
も
っ
と
早
く
や

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。 

　
た
と
え
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、

人
々
か
ら
悲
し
み
は
消
え
な
か
っ

た
。
家
族
を
失
っ
た
人
、
病
気
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
、
い
ろ
ん
な

悲
し
み
を
抱
え
て
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
戦
後
七
十
年

以
上
た
っ
た
今
で
も
同
じ
だ
。 

　
今
の
日
本
で
は
、
自
分
の
食
べ

た
い
物
が
食
べ
ら
れ
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
に
対

し
て
は
、
文
句
も
言
え
る
し
、
逃

げ
出
す
こ
と
だ
っ
て
簡
単
だ
。
そ

れ
な
の
に
少
し
嫌
な
こ
と
が
あ
っ

た
だ
け
で
、
自
分
は
不
幸
だ
と
自

ら
命
を
絶
つ
人
が
い
る
。
そ
ん
な

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど

便
利
な
も
の
が
た
く
さ
ん
普
及
し
、

街
並
み
や
人
々
の
考
え
も
昔
と
は

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

　
私
は
い
ま
だ
に
、
曽
祖
父
が
ど

こ
で
ど
の
よ
う
な
死
を
と
げ
た
の

か
知
ら
な
い
ま
ま
だ
。
そ
れ
は
こ

れ
か
ら
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
も
し
か
す
る
と
一
生
分
か

ら
な
い
ま
ま
か
も
し
れ
な
い
。 

　
曽
祖
父
が
生
き
た
時
代
。
私
た

ち
が
今
生
き
て
い
る
時
代
。
た
と

え
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
人
の
命

の
大
切
さ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。 

　
私
は
曽
祖
父
た
ち
が
戦
っ
て
守

っ
て
く
れ
た
、
戦
争
が
な
い
平
和

で
幸
せ
な
「
今
」
を
「
未
来
」
に

つ
な
げ
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
名
前

し
か
知
ら
な
い
曽
祖
父
の
「
名
誉
」

を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

高岡小学校１年　柴田　悠 

幸
せ
を
つ
な
げ
る 

福
崎
東
中
学
校
３
年
　 

　
大
畑
優
都
里 

福崎小学校１年　柏原乙葉 

八千種小学校１年　竹中沙都 

田原小学校３年　石畑里実 

６ 



≪作り方≫ 

①もちむぎ精麦と米を合わせ、水を加えて３０分ほ

ど浸水させる。 

②①を鍋で、お好みの粥状になるまで弱火で４０分

ほど煮る。 

③②にAを入れ、５分ほど煮る。 

④③に溶き卵を流し入れてかき混ぜ、好みのかた

さになるまで火を通す。 

⑤器に盛り、青のりを散らす。 

≪材料≫（１人分） 
　　・もちむぎ精麦…大さじ２ 
　　・米…大さじ１ 
　　・水…３００cc 
　　・ねぎのみじん切り…１０cm分 
　　・しょうがの絞り汁…小さじ１ 
　　・顆粒鶏ガラスープの素…小さじ１ 
　　・しょうゆ…小さじ１/２ 
　　・溶き卵…１個分 
　　・青のり…適量 

A

あたたかいお粥で胃腸を養い、 
からだを温めましょう。 

豊山先生の一言メモ 

今月号から、神戸医療福祉大学教授の豊山先生とコラボ
して、もちむぎレシピをお届けします。 

出典：都築仁子他監修 
「簡単おいしい！もち麦ダイエットレシピ」，宝島社，２０１６ 

友
だ
ち
は
　
世
界
い
さ
ん
に 

　
に
ん
て
い
だ 

福
崎
小
学
校
３
年
　
田
路
　
樹 

な
ぜ
や
る
の
　
自
分
が
さ
れ
た
ら 

　
い
や
な
の
に 

田
原
小
学
校
６
年
　
池
上
　
心 

ど
う
し
た
の
　
声
を
か
け
る
と 

　
元
気
に
な
る
よ 

八
千
種
小
学
校
６
年
　
吉
村
伊
央 

認
め
よ
う
　
み
ん
な
の
色
と 

　
自
分
の
色 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
岩
木
莉
花 

７ 

区　分 

住宅再建共済 
（※1） 

5,000円 

500円 

1,500円 

600万円 

25万円 

50万円 

年額負担金 被害認定 

半壊以上 

半壊以上 
又は床上浸水 

最高給付金 

一部損壊特約 
（H26年8月開始） 

一部損壊 
（損害割合10％以上） 

家財再建共済 
（※2） 

（※1）分譲マンションにお住まいの方も加入できます。 
（※2）借家にお住まいの方も加入できます。 

検索 検索 

フェニックス共済 

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
 

　兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、
阪神・淡路大震災で学んだ教訓「助け合い（共助）
の大切さ」を生かし、兵庫県が条例に基づいて実
施している共済制度です。 
　福崎町の共済制度加入率が１５％を達成したこと
により、去る１２月６日に兵庫県知事から感謝状の
贈呈を受けました。 
　いつ起こるかわか
らない様々な自然災
害への備えのため、
ぜひご加入ください。 

自然災害に備えるため 
フェニックス共済にご加入ください 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　１０月３０日（日）に行われた福
崎秋まつりの食育イベントで、
給食のカレーを２００食提供し
ました。 
　実際に給食をつくっている
給食センターの調理員が、給食と同じレシピでつくっ
たカレーでした。大好評だったため、販売開始から１

時間少しで完売してしまいました。
食べに来てくださったみなさん、
ありがとうございました。給食の
カレーはいかがでしたか？ 
　給食センターでは、後日また、
給食を味わっていただく機会を予
定しています。ぜひご参加くださ
い。 

大好評！　　 
　給食カレー 

もち麦に相性のよいネギと生姜を
取り合わせ、鶏ガラスープでさっ
と煮て、栄養の宝庫「卵」と海か
らの恵み「青のり」をたっぷり加
えましょう。 
寒い日は、血行改善、疲労回復、
免疫力アップにこの一品をお勧め
します。 

１８２kcal 
食物繊維 ３.２g



生活科学 
センター 
だより 

製
品
事
故
に
遭
っ
た
ら
 

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　　中核センター 
　　　　相談員です 

＊ 

８ 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
年
金
は
「
お
年
寄
り
の
た
め

の
も
の
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

若
い
方
に
も
大
切
な
も
の
で
す
。

年
を
と
っ
た
時
の
「
老
齢
年 

金
」
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
が
い
が
残
っ
た
時
に
は
「
障

害
年
金
」
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
時
に
は
「
遺
族
年

金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。 

   

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０

歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
が
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で

す
。 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方

（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
も

含
む
）
で
、
２０
歳
に
な
っ
た
方

は
、
役
場
住
民
生
活
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
、

ま
た
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
は
、
勤
務
先
の
事
業

所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す

の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。 

     

　
収
入
が
少
な
い
た
め
に
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
を

す
れ
ば
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
行
わ
な

い
ま
ま
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
、
年
金
額
が
低
く
な
る
、
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
事
態
を

招
き
ま
す
。 

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
学
生
本
人
の
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営

業
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
に
、
ご
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
免
除
や
猶
予
の
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度 

平
成
２８
年
度
の 

保
険
料
額
は
、 

月
額
１
６
２
６
０
円
で
す
。 

〔
相
談
〕 

　
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
、
啓
発
グ

ッ
ズ
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
た
反

射
材
バ
ン
ド
を
も
ら
っ
た
。
腕
に

た
た
き
つ
け
た
ら
丸
く
な
っ
て
腕

に
巻
き
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、

交
通
安
全
用
の
バ
ン
ド
だ
。 

　
試
し
に
数
回
た
た
き
つ
け
て
み

た
ら
、
包
ん
で
あ
っ
た
布
が
裂
け

て
中
の
金
属
が
飛
び
出
し
、
指
先

を
切
っ
た
。
大
し
た
ケ
ガ
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
治
っ
た
が
、

危
な
い
の
で
情
報
提
供
し
た
い
。 

（
３０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
事
故
品
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

中
の
金
属
の
切
れ
端
が
鋭
利
で
危

な
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
け
が
人

が
出
な
い
よ
う
に
情
報
提
供
し
た

い
と
の
思
い
を
受
け
、
事
故
品
は

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
製
造
業
者
に
事
故
の
内
容
を
説

明
し
、
同
じ
よ
う
な
報
告
は
な
い

か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
聞
い
て
い

な
い
と
言
う
返
事
で
し
た
。
し
か

し
、
金
属
の
鋭
利
な
状
態
を
危
な

く
な
い
よ
う
に
改
善
の
努
力
を
す

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
に
事
故
内
容
を
報
告

し
、
事
故
品
を
提
供
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
平
成
２１
年
９
月
に
消
費
者
庁
が

発
足
し
た
背
景
に
は
、
こ
ん
に
ゃ

く
ゼ
リ
ー
で
の
窒
息
事
故
や
家
庭

用
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
で
の
一
酸
化

炭
素
中
毒
な
ど
の
製
品
事
故
等
が

あ
り
ま
す
。
死
亡
事
故
が
相
次
い

で
起
こ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

情
報
が
集
約
さ
れ
ず
対
応
が
遅
れ

た
か
ら
で
す
。 

　
そ
の
た
め
、
私
た
ち
が
よ
り
安

全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
消
費

者
事
故
等
が
起
こ
れ
ば
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。 

　
特
に
、
重
大
事
故
（
死
亡
・
治

療
に
３０
日
以
上
を
要
す
る
負
傷
、

疾
病
・
一
酸
化
炭
素
中
毒
・
火
災

事
故
等
）
が
発
生
し
た
場
合
は
、

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
直
ち
に
通

知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
重
大
事
故
以
外
の
事
故
に
つ
い

て
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
被
害
拡

大
の
お
そ
れ
の
あ
る
消
費
者
事
故

に
つ
い
て
は
、
分
析
し
た
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
製
造
物
責
任
法
」
で

は
、
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り
被
害

が
生
じ
た
と
き
、
製
造
者
は
被
害

者
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
相

談
の
ケ
ー
ス
で
、
も
し
病
院
で
治

療
を
受
け
る
負
傷
を
さ
れ
て
い
た

ら
、
製
造
者
は
治
療
費
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
消
費
者
事
故
の
情
報
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
し
ま

す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

　
製
品
事
故
や
リ
コ
ー
ル
情
報
を

知
る
に
は
、
消
費
者
庁
、
経
済
産

業
省
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
ナ
イ
ト
　
製
品
評

価
技
術
基
盤
機
構
）
製
品
事
故

に
関
す
る
情
報
を
調
査
、
分
析

し
、
再
発
防
止
等
に
必
要
な
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

：
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　所得税法や地方税法では、“所得申告する本人

または扶養親族等が障害者に該当する場合、『障

害者控除』として一定金額を所得から控除するこ

とができる”と定めてあります。 

　この障害者控除の対象となる人は、一般的には

身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳の交付

を受けている人ですが、手帳を持っていなくても「年

齢が満６５歳以上の人で、精神又は身体に障害があ

り、その障害の程度が前記の人に準ずるものとし

て市町村長の認定を受けている人」も障害者控除

を受けることができます。 

　障害者控除には『特別障害者控除』と『障害者

控除』があり、介護保険の要介護度や訪問調査等

でお聞きした内容をもとに判定します。 

　確定申告で障害者控除を受けるための認定書が

必要な方は、事前に役場健康福祉課介護保険係に

申請してください。認定された方には、後日「障

害者控除対象者認定書」を交付します。確定申告

時にこの認定書を提出しないと障害者控除は認め

られません。 

問い合わせ先 

　健康福祉課　介護保険係（内線３５２・３６４） 

要介護認定者の　　　　　 
　障害者控除対象者認定書 

障害者控除判定基準表 

※詳しい基準についてはお問い合わせください。 

要介護度 判定基準 

要介護４・５ 特別障害者控除の対象となります 

認定調査票での自立度により、障害者控除 
の対象となる可能性があります 

要介護３ 

要介護２以下 

認定調査票での自立度により、特別障害者 
控除または障害者控除の対象となります 

交付のお知らせ 

福崎町立地適正化計画素案にかかる説明会の実施 
及び町民意見（パブリックコメント）募集のお知らせ 

　現在、全国的に少子高齢化や人口の減少が進んでい
ます。そういった中でも医療・福祉・子育て支援や商
業などの生活利便サービスを安心して受けられる持続
可能な都市構造を構築することが求められています。
また、道路や公共施設などの社会資本も老朽化が進む
ことから、厳しい財政事情の下で効率的なまちづくり
を進めることや災害に強いまちづくりを推進すること
が求められています。 
　このような課題に対処するために、国は都市再生特
別措置法の一部を改正し、都市計画区域内に住宅及び
都市機能増進施設（医療施設、福祉施設、商業施設そ
の他都市機能の増進に寄与するもの）の立地の適正化
を図るための「立地適正化計画制度」を作成しました。 
　福崎町でもこのような流れを受けて平成２８年度に立
地適正化計画の策定を予定しています。 
　このたび、計画策定にかかる素案がまとまりました
ので住民説明会を実施します。併せて、広く素案に関
する意見・提案（パブリックコメント）の募集を行い
ます。お寄せいただいたご意見を考慮して、さらに検
討を行い立地適正化計画を策定していきます。 
※個々のご意見に直接回答はいたしかねますので、予
めご了承ください。 
※お寄せいただいたご意見は町の検討結果としてとり
まとめ、ホームページなどで公表します。ただし、
氏名などの個人情報は公表いたしません。 

【住民説明会】 
　○２月４日（土）１０：００～ 
　　　福崎町役場　２階　大会議室 
　○２月５日（日）１４：００～ 
　　　文化センター　１階　小ホール 
　○内容 
　　　福崎町立地適正化計画素案の説明について 
 
【パブリックコメント】 

公表資料 福崎町立地適正化計画（素案） 

募集期間 ２月７日（火）～２月２８日（火） 

・役場ロビー情報公開コーナー 

（土･日曜日及び祝祭日は休み） 

・図書館（月曜日は休み） 

・文化センター（月曜日は休み） 

閲覧場所 

住所、氏名、意見等を記入のうえ、FAX、 

Ｅメール、郵便または直接、役場まちづく 

り課へ提出してください。 

※様式の指定はありません。 

※電話や口頭によるご意見は受け付けでき 

　ませんのでご了承ください。 

提出方法 

〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６－１ 

まちづくり課　都市計画係（１階） 

TEL ２２－０５６０（内線３３７）　FAX ２２－２９１９ 

Eメール：machi@town.fukusaki.hyogo.jp

問合せ先 

・提出先 

（担当課） 



１０ 

　屋外でむきだしになっているところ、家の北側、

風当たりの強い場所にある水道管やメーターは、

凍結したり破裂したりします。古い毛布や布切れ

でおおってテープなどを巻き、保温しましょう。

蛇口が凍った時は、上からタオルなどをかぶせて、

ゆっくりとぬるま湯をかけてください。 

　月に１回程度、メーター 
の確認をしてください。ご 
家庭で定期的にメーターを 
確認することで、漏水の早 
期発見につながります。 
漏水を発見するには 
　水道の蛇口を全部閉めた状態で、メーター内
の銀色のパイロットが回っていないか確認して
ください。回っていれば、漏水している可能性
があります。 
漏水を発見したら 
　指定給水装置工事業者に調査修理を依頼して
ください。（指定業者以外による工事は認められ
ていません。） 
漏水還付について 
　届出後、３回分の検針結果から正常な使用水
量を算出して判定するため、修理完了から半年
以上の期間が必要となりますのでご了承ください。
（漏水量が少ない場合は還付の対象にならないこ
ともあります。） 

水道管 
保温材料 

ビニール 
テープを 
巻く 
下から上に 
巻いてくだ 
さい。 

止水栓 
発泡スチロール 

メーターボックス 

検針の時に、メーターが見やす 
いように、つめてください。 

水道管にも冬じたくを！ 水道管にも冬じたくを！ 水道管にも冬じたくを！ 

上下水道課からのお知らせ 

パイロット 
　　ランプ 

家庭内の漏水にご注意を！ 
ろうすい 

問い合わせ先　上下水道課（内線３８３） 

　最近、通知カード（紙製）の紛失届に来られる方が
増えています。 
　自分の通知カードがどこにあるか、きちんと確認し
ておきましょう。 
　個人番号カード（プラスチック製）の交付を受けて
いる方は、原則通知カードは手元にありません。 
　通知カードを自宅外で紛失した可能性が高い場合は、
警察への届出が必要です。自宅内で紛失した可能性が
高い場合は、再度自宅内を探してください。どうして
も見当たらない場合は、通知カードの再発行申請（手
数料５００円）をされるか、個人番号カードの申請（初
回無料）をしてください。 
※紛失届をされた方は、通知カードが見つかった場合、
見つかった古い通知カードは住民生活課に返却して
ください。 

　転入・転居・氏名変更等の届に来られる際は、必ず変
更がある方全員の通知カードまたは個人番号カードをお
持ちください。変更事項の記載を行います。 

（住民生活課） 

【通知カード（紙製）】 

【個人番号カード（プラスチック製）】 

　通知カードは、住民基本

台帳に記録される住民全員

に交付されています。 

　運転免許証等写真付きの

身分証明書を併せて提示す

ること等により個人番号の

真正性の確認に活用されま

す。 

　個人番号カードは、申請

により交付されるカードで、

全員に必ず交付されるもの

ではありません。 

　個人番号カードは、顔写

真も搭載されることから、

１枚で本人確認と個人番号

の確認ができます。 

通知カードの所在確認を！ 

お願い 

マイナンバー 
通信 


